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北九州スポーツクラブACE ＞＞＞1

●ランニング愛好家のクラブから総合型へ。

●地元企業（新日鉄、新日鉄化学などOBが指導者）

●「スポーツは楽しく！」を合言葉に、

スポーツの“ス”の字に

絡むことであれば全てにチャレンジする運営方針。

■ 設 立 ： 2008年11月 (NPO法人格取得 )

■ 所在地 ： 福岡県北九州市（人口約93万人）

■ 会員数 ： 273名（2022 . 12月現在）

スポーツは楽しく！ ＞＞＞
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学校部活動への関わり ＞＞＞2
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ACE：クラブOB・OG及び地域等からの声

「中学で希望するクラブがない」「塾や習い事など他にも色々やりたい」等

中学校進学に伴う“スポーツ離れ”が深刻

a

北九州市教育委員会

中学生のスポーツ機会減少等による体力低下

高見中学校スポーツクラブ（R1～現在）

スポーツをいわゆる“ガチ”ではなく、ゆるく楽しむ運動部活動を開始。

現在では、多様な生徒が在籍し、学校長も「部員の居場所」と評価。

●活動日：週2回程度／1回2時間（校区小学校体育館等にて）

●部員数：20名（1年生10名、2年生0名、3年生10名／全校生徒212名）

●活動内容：おしゃべりウォーキング、ゆるく種目スポーツ (メジャーからマイナーまで)
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学校部活動の地域移行① ＞＞＞3
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北九州市における部活動地域移行モデル実践（R4.9～）

・将来的にも北九州市で実施できる取組 ・市が抱える課題に応じたもの

・事業コンセプト /キーワード『循環』

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革（R2.9）

●集団での活動を通じた人間形成の機会や、多様な生徒が活躍できる場（価値）

●教員の長時間勤務や大きな負担軽減（働き方改革の一環）

●「部活動を学校単位から地域単位の取組とする」との方向性を探る。

国（R4.11/現在意見公募中ガイドラインより）

●「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」「体験格差をなくす」

●地方公共団体、多様な組織・団体（総合型、クラブチーム、スポ少、民間等）

地域の実情に合わせた体制整備のもとスポーツ・文化活動の最適化を図る。
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学校部活動の地域移行②（北九州市） ＞＞4
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北九州市における部活動地域移行モデル実践（R4.9～）

・将来的にも北九州市で実施できる取組 ・市が抱える課題に応じたもの

・事業コンセプト /キーワード『循環』

【令和4年度 北九州市立中学校における地域部活動管理運営業務】

●5校、5部活の土日祝日の部活動運営・指導を外部委託する。

＜種目＞軟式野球、陸上、バスケットボール、バレーボール、卓球

＜現状＞4校4種目を総合型地域スポーツクラブが運営

1校1種目を競技団体が運営。

●部活動が持続可能なものとなっていくために『循環』していく体制構築。
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地域部活動管理運営（ACE） ＞＞＞5
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ACEとして（受託にあたって）

●今後の学校部活動地域移行の流れに沿った運営方法を模索。

●受託終了後、持続可能な部活動運営（クラブ化も含めて）をしていくための

課題整理とその解決アプローチの随時検討。

地域部活動管理運営業務（市教育委員会）

4校4種目（軟式野球、陸上、バスケットボール、バレーボール）を受託

ACEの運営コンセプト

NPOのネットワークを活用し、様々な角度から
指導者やスタッフが関わる「地域部活動」の法人運営
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種目別のコンセプト① ＞＞＞6
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軟式野球

●法人が既存運営していた学童軟式野球チームの

監督を含む指導者陣が中学校部活動の指導員を担当。

●将来的なスポ少による地域部活動受入形態も想定。

【スポーツ少年団（NPO運営）の指導者を回遊】

陸 上

●兼ねてより、中等部の設立を検討していた種目。

タイミングが合わず調整中となっていた中で、

この受託を機に競技間の指導者ネットワークを構築。

【競技特性を考慮した将来的な地域クラブ展望】
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種目別のコンセプト② ＞＞＞7
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バスケットボール

●社会人のバスケットボールチームが指導を担当。

地域に認知されて、現役の部員が大学・社会人に

なった時、チームに入るなど、将来的な循環が目標。

【社会人クラブを活用した体制作り】

バレーボール

●クラブ創設時に活動していたバレークラブ (大人 )の

OGらを中心に、元Vリーガーを含めた種目間の

ネットワークによる指導体制を構築。

【クラブOGを活かした運営体制】
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ACEが目指す今後の展開 ＞＞＞8
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賛同していただけるメンバー（個人・団体）による組織の立ち上げ。

それぞれが得意分野を活かし、協働する組織体を構築し運用を目指す。

資金調達 指導力 広報力 マネジメント

■ 地域部活動を支えるスキーム構築

持続可能な部活動

ACEの地域部活動（地域クラブ）のOB・OGたちが、

将来戻って、“支える”側へ関われる仕組みづくり
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